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清涼飲料自販機協議会 

清涼飲料自販機協議会は、２００８年１２月地球温暖化防止対策と

して、清涼飲料自販機の消費電力削減のための「自主行動計画」を

策定し、現在目標達成に向け削減活動に取組んでいます。 

取組み１年目である２００９年の進捗状況の結果が纏まりました

ので、ここに公表します。 

１．消費電力量削減の為の「自主行動計画」２００９年進捗状況 

清涼飲料自販機業界は、京都議定書に先立つ１９９１年より清涼飲料自販機の消費電力削減に取組 

んでおります。その結果、１９９１年から２００５年の１５年間で自販機の総消費電力量を約２０％ 

削減致しました。そして２００８年１２月、新たな消費電力削減の取組みとして「自主行動計画」 

を策定し、２００９年１月より新しい取組みを始めています。 

 

－２００９年清涼飲料自販機総消費電力量削減状況－ 

 
２００５年基準年比 

削減率 

２０１２年（短期目標年）比 

進捗率 

省エネタイプ自販機への入替えによ

る消費電力削減 
２４．６％ ７５．５％ 

屋内設置自販機の照明、２４時間 

消灯による消費電力削減 
２．９％ ６６．８％ 

合計 ２７．５％ ７４．１％ 

 
◇ 省エネタイプ自販機への入替えによる消費電力削減効果においては、特に最新省エネ機

であるヒートポンプ自販機の予定を上回る投入が消費電力の削減（２００５年に比較
し２４．６％削減）に大きく寄与しました。（２００９年までの投入予定１０８，００
０台に対し、２．６倍の２８０，０００台が投入されました） 
また、２００９年１月より、屋内に設置されている自販機の照明を２４時間消灯する
活動を展開しています。設置先の了解を得ることにより、屋内に設置されている自販
機の６６．８％の照明が消灯（２４時間）されました。このことにより、２００５年
に比較し消費電力量を２．９％削減することが出来ました。 
今後の見通しとしては、短期目標（２０１２年）の３７．１％削減（２００５年基準
年比）まで、残り９．６％の削減が必要ですが、残り３年間での達成は、更なるヒー
トポンプ自販機の投入等により、実現可能と考えております。 

 

““清清涼涼飲飲料料自自販販機機のの消消費費電電力力削削減減活活動動、、２２００００９９年年進進捗捗状状況況””  

２２００００５５年年比比、、総総消消費費電電力力量量２２７７．．５５％％のの削削減減をを達達成成！！  
 
 
 
 


